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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第17期

第２四半期
連結累計期間

第18期
第２四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上収益
(百万円)

8,423 11,203
18,709

(第２四半期連結会計期間) (4,319) (5,744)

税引前四半期(当期)利益 (百万円) 1,903 2,527 4,199

親会社の所有者に帰属する
四半期(当期)利益 (百万円)

1,371 1,794
2,930

(第２四半期連結会計期間) (676) (947)

四半期(当期)利益 (百万円) 1,371 1,794 2,930

親会社の所有者に帰属する
四半期(当期)包括利益

(百万円) 1,383 1,793 2,925

四半期(当期)包括利益 (百万円) 1,383 1,793 2,925

親会社の所有者に帰属する持分 (百万円) 14,659 17,450 16,073

資産合計 (百万円) 22,928 31,504 30,393

基本的１株当たり四半期(当期)利益
(円)

12.88 17.25
27.85

(第２四半期連結会計期間) (6.43) (9.10)

希薄化後１株当たり四半期(当期)利益 (円) 12.88 17.25 27.85

親会社所有者帰属持分比率 (％) 63.9 55.4 52.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,274 2,716 5,706

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △909 △460 △4,601

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,812 △1,634 267

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 8,155 10,579 9,953
 

（注）１．当社は要約四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．上記指標は、国際会計基準(IFRS)により作成した要約四半期連結財務諸表及び連結財務諸表に基づいており

ます。

 
２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 
２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析は以下のとおりであります。なお、文中

の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したものであります。

 
(1) 業績の状況

当社グループの事業は、ライフサービスプラットフォーム事業とその他で構成されております。

ライフサービスプラットフォーム事業は主力事業である「Vertical HR」、「Living Tech」と、安定的なキャッ

シュ・フローを生み出す「Life Service」から構成されており、それぞれの状況は以下のとおりです。

 
ａ．Vertical HR

Vertical HRは、株式会社リジョブ（美容、ヘルスケアの領域に特化した求人情報を提供する媒体『リジョブ』

を運営）、株式会社ミラクス（介護・保育分野における人材紹介・派遣事業『ミラクス介護』等を運営）、株式

会社Struct（建設領域に特化した人材紹介事業『建設JOBs』を運営）、株式会社ビヨンドボーダーズが運営する

不動産領域に特化した人材紹介事業『リアルエステートWORKS』、株式会社タイズ（メーカー領域に特化した人材

紹介事業『タイズ』を運営）、株式会社オーサムエージェント（運送領域に特化した求人情報を提供する媒体

『ドラピタ』を運営）から構成されております。

株式会社リジョブに関して、掲載事業所数は昨対比で安定的に増加しております。採用率はサロン利用者の増

加に伴い、高い状況が継続しております。当事業に係るユーザーサイドにおいては、求職者の動きは堅調に推移

しております。

株式会社タイズに関して、クライアントの採用ニーズ及び求職者ニーズはともに堅調に推移しております。

その他事業に関して、全体として採用ニーズは堅調であり、建設やドライバー等の領域では高い水準が継続し

ております。また求職者ニーズも同様に堅調に推移しております。

 
ｂ．Living Tech

Living Techは、『賃貸スモッカ』や株式会社ビヨンドボーダーズが運営する越境不動産取引事業『SEKAI

PROPERTY』等の不動産に関連するメディア、リフォーム会社比較サイト『リショップナビ』やプロパンガス会社

比較サイト『エネピ』等のライフサポートに関連するメディアから構成されております。

『賃貸スモッカ』に関して、クライアントサイドにおけるインターネット広告出稿需要は堅調である一方で、

ユーザーサイドにおいては、インフレに伴う支出抑制影響等もあり、引越し需要はやや減退しております。

『SEKAI PROPERTY』に関して、物件の仕入れ状況は、東南アジア諸国のマクロ環境に特段問題はなく堅調に推

移しております。ユーザーサイドに関しては、アウトバウンド需要が増加傾向にあります。

『リショップナビ』や『エネピ』等のライフサポート領域に係るクライアントサイドにおいては、インター

ネット広告出稿需要は比較的堅調に推移しております。ユーザーサイドにおいては、お盆や台風等の影響を受け

るも、全体としては堅調に推移しております。ガスのスイッチング領域は一時的な需要の高まりが落ち着き、や

や減退傾向にあります。

 
ｃ．Life Service

Life Serviceは、主に個人ユーザー向けのフランチャイズ比較サイトである『フランチャイズ比較.net』、結

婚相談所比較サイト『結婚相談所比較ネット』等の比較メディア事業や株式会社アップルワールド（海外ホテル

予約媒体『アップルワールド』等を運営）、株式会社ティ・エス・ディ（旅行会社向けのホテル予約媒体

『Rikisha Easy REZ!』等を運営）等から構成されております。

『フランチャイズ比較.net』に関して、フランチャイズ領域の広告出稿需要及び独立、開業を志向するユー

ザーの動きはともに堅調に推移しております。
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株式会社アップルワールド及び株式会社ティ・エス・ディに関して、ユーザーサイドにおいては、国内旅行需

要は底堅く推移しており、海外渡航需要に関してはレジャー領域で円安の影響により緩やかな回復となっている

ものの、業務渡航領域では堅調に回復しております。クライアントサイドにおいては市場の回復に伴い旅行代理

店の手配需要は増加傾向にあります。

 
その他事業においては、株式会社ＣＯＲＤＡ※を中心に、コンシューマ課金サービス、事業化を検討している新

規事業を営んでおります。

（※）株式会社にじげんは2023年７月１日付けで株式会社ＣＯＲＤＡに商号変更しております。

 
以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上収益は11,203百万円（前年同期比33.0％増）、売上総利益は9,276

百万円（前年同期比31.9％増）、EBITDA※は3,132百万円（前年同期比31.4％増)、営業利益は2,513百万円（前年同

期比31.9％増）、税引前四半期利益は2,527百万円（前年同期比32.8％増）、親会社の所有者に帰属する四半期利益

は1,794百万円（前年同期比30.9％増）となりました。

（※）EBITDA＝営業利益＋減価償却費及び償却費＋減損損失＋固定資産除却損及び評価損－負ののれん発生益

 
(2) 財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は31,504百万円（前連結会計年度末比1,111百万円増）となりました。

これは主に、現金及び現金同等物が626百万円、営業債権及びその他の債権が262百万円、その他の流動資産が272

百万円増加したこと等によるものであります。

 
（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は14,054百万円（前連結会計年度末比267百万円減）となりました。こ

れは主に、営業債務及びその他の債務が464百万円、その他の金融負債が339百万円、その他の流動負債が230百万

円増加した一方、借入金が971百万円、リース負債が186百万円減少したこと等によるものであります。

 
（資本）

当第２四半期連結会計期間末の資本合計は17,450百万円（前連結会計年度末比1,377百万円増）となりました。

これは主に、利益剰余金が1,378百万円増加したこと等によるものであります。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は、前連結会

計年度末より626百万円増加し、10,579百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は以下のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、2,716百万円となりました。これは主に、税

引前四半期利益の計上2,527百万円、営業債権及びその他の債権の増加額237百万円、営業債務及びその他の債務

の増加額463百万円によるものであります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、460百万円となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出44百万円、無形資産の取得による支出377百万円によるものであります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、1,634百万円となりました。これは主に、長

期借入れによる収入900百万円、長期借入金の返済による支出1,871百万円、配当金の支払額416百万円によるもの

であります。

 
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

 

②【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2023年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 111,700,000 111,700,000
東京証券取引所
(プライム市場)

単元株式数は100株で
あります。

計 111,700,000 111,700,000 ― ―
 

（注）提出日現在発行数には、2023年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は、含まれておりません。

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2023年７月１日～
2023年９月30日

― 111,700,000 ― 100 ― 4,553
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(5)【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社じょうげん 東京都港区虎ノ門３丁目４番８号 48,900,500 47.01

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 6,443,400 6.19

平尾　丈 東京都板橋区 5,054,000 4.85

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８番12号 4,243,200 4.07

BBH FOR FIDELITY　LOW-PRICED STOCK
FUND
（常任代理人　株式会社三菱UFJ銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210
U.S.A
（東京都千代田区丸の内２丁目７番１号）

3,035,203 2.91

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 
FOR STATE STREET BANK INTERNATIONAL
GMBH,LUXEMBOURG BRANCH ON BEHALF OF
ITS CLIENTS: CLIENT OMNI OM25
（常任代理人　香港上海銀行東京支店）

P.O. BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS
02101 U.S.A.
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

1,932,000 1.85

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT
（常任代理人　香港上海銀行東京支店）
 

ONE CONGRESS STREET SUITE
1,BOSTON,MASSACHUSETTS
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号） 

1,383,330 1.33

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 1,177,338 1.13

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG
(常任代理人 株式会社三菱UFJ銀行)

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET
LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM
（東京都千代田区丸の内２丁目７番１号）
 

1,131,926 1.08

THE BANK OF NEW YORK MELLON 140040
(常任代理人 株式会社みずほ銀行)

240 GREENWICH STREET,NEW
YORK,NY10286,U.S.A
（東京都港区港南２丁目15番１号）

733,700 0.70

計 － 74,034,597 71.18
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(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 7,698,000 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 103,981,300 1,039,813 ―

単元未満株式 普通株式 20,700 ― ―

発行済株式総数 普通株式 111,700,000 ― ―

総株主の議決権 ― 1,039,813 ―
 

 
②【自己株式等】

2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）
株式会社じげん

東京都港区虎ノ門
三丁目４番８号

7,698,000 ― 7,698,000 6.89

計 ― 7,698,000 ― 7,698,000 6.89
 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．要約四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務報

告」（以下「IAS第34号」）に準拠して作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2023年７月１日から2023

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年９月30日まで)に係る要約四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【要約四半期連結財務諸表】

(1)【要約四半期連結財政状態計算書】

（単位：百万円）

 注記
前連結会計年度

（2023年３月31日）

当第２四半期
連結会計期間

（2023年９月30日）

資産    

流動資産    

現金及び現金同等物  9,953 10,579

営業債権及びその他の債権  3,378 3,640

その他の金融資産 6 44 12

その他の流動資産  933 1,205

流動資産合計  14,308 15,436

    

非流動資産    

有形固定資産  142 159

使用権資産  1,408 1,216

のれん  9,911 9,911

無形資産  2,419 2,456

その他の金融資産 6 897 1,006

繰延税金資産  1,307 1,310

その他の非流動資産  3 10

非流動資産合計  16,086 16,068

資産合計  30,393 31,504
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（単位：百万円）

 注記
前連結会計年度

（2023年３月31日）

当第２四半期
連結会計期間

（2023年９月30日）

負債及び資本    

負債    

流動負債    

借入金 6 3,051 2,140

営業債務及びその他の債務  1,872 2,336

その他の金融負債  3,099 3,439

未払法人所得税等  817 699

引当金  126 106

リース負債  464 466

その他の流動負債  1,608 1,837

流動負債合計  11,037 11,023

    

非流動負債    

借入金 6 2,178 2,118

引当金  184 180

リース負債  900 712

繰延税金負債  0 0

その他の非流動負債  20 20

非流動負債合計  3,283 3,031

負債合計  14,320 14,054

資本    

資本金 9 125 125

資本剰余金 9 4,969 4,969

利益剰余金  13,776 15,154

自己株式 9 △2,801 △2,801

その他の資本の構成要素  4 3

親会社の所有者に帰属する
持分合計

 16,073 17,450

資本合計  16,073 17,450

負債及び資本合計  30,393 31,504
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(2)【要約四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

 注記
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年９月30日）

売上収益 5,7 8,423 11,203

売上原価  △1,388 △1,927

売上総利益  7,035 9,276

販売費及び一般管理費  △5,143 △6,772

その他の収益  20 29

その他の費用  △6 △20

営業利益 5 1,906 2,513

    

金融収益 5 0 25

金融費用 5 △3 △7

持分法による投資損益（△は損失） 5 － △3

税引前四半期利益 5 1,903 2,527

法人所得税費用  △533 △733

四半期利益  1,371 1,794

    

四半期利益の帰属    

親会社の所有者  1,371 1,794

非支配持分  － －

    

１株当たり四半期利益    

基本的１株当たり四半期利益（円） 8 12.88 17.25

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 8 12.88 17.25
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【第２四半期連結会計期間】

（単位：百万円）

 注記
前第２四半期連結会計期間
（自　2022年７月１日

　　至　2022年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　2023年７月１日

　　至　2023年９月30日）

売上収益 5,7 4,319 5,744

売上原価  △703 △1,000

売上総利益  3,616 4,744

販売費及び一般管理費  △2,687 △3,436

その他の収益  10 15

その他の費用  △5 △12

営業利益 5 934 1,311

    

金融収益 5 0 14

金融費用 5 △2 △3

持分法による投資損益（△は損失） 5 － △1

税引前四半期利益 5 933 1,321

法人所得税費用  △256 △374

四半期利益  676 947

    

四半期利益の帰属    

親会社の所有者  676 947

非支配持分  － －

    

１株当たり四半期利益    

基本的１株当たり四半期利益（円） 8 6.43 9.10

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 8 6.43 9.10
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(3)【要約四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

 注記
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年９月30日）

    

四半期利益  1,371 1,794

    

その他の包括利益    

純損益に振り替えられる可能性の
ある項目

   

在外営業活動体の換算差額  12 △1

純損益に振り替えられる可能性
のある項目合計

 12 △1

その他の包括利益合計  12 △1

四半期包括利益  1,383 1,793

    

四半期包括利益の帰属    

親会社の所有者  1,383 1,793

非支配持分  － －
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【第２四半期連結会計期間】

（単位：百万円）

 注記
前第２四半期連結会計期間
（自　2022年７月１日

　　至　2022年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　2023年７月１日

　　至　2023年９月30日）

    

四半期利益  676 947

    

その他の包括利益    

純損益に振り替えられる可能性の
ある項目

   

在外営業活動体の換算差額  8 △5

純損益に振り替えられる可能性
のある項目合計

 8 △5

その他の包括利益合計  8 △5

四半期包括利益  684 941

    

四半期包括利益の帰属    

親会社の所有者  684 941

非支配持分  － －
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(4)【要約四半期連結持分変動計算書】

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：百万円）

 

注記

親会社の所有者に帰属する持分

資本合計
 資本金

資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
その他の
資本の
構成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

2022年４月１日残高  2,552 2,542 11,224 △1,399 10 14,929 14,929

四半期利益  － － 1,371 － － 1,371 1,371

その他の包括利益  － － － － 12 12 12

四半期包括利益合計  － － 1,371 － 12 1,383 1,383

新株予約権の発行  － － － － △0 △0 △0

配当金 10 － － △378 － － △378 △378

自己株式の取得 9 － － － △1,274 － △1,274 △1,274

減資 9 △2,426 2,426 － － － － －

その他 9 － 0 － － △0 △0 △0

所有者との取引額合計  △2,426 2,427 △378 △1,274 △1 △1,653 △1,653

2022年９月30日残高  125 4,969 12,216 △2,673 22 14,659 14,659
 

 
当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：百万円）

 

注記

親会社の所有者に帰属する持分

資本合計
 資本金

資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
その他の
資本の
構成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

2023年４月１日残高  125 4,969 13,776 △2,801 4 16,073 16,073

四半期利益  － － 1,794 － － 1,794 1,794

その他の包括利益  － － － － △1 △1 △1

四半期包括利益合計  － － 1,794 － △1 1,793 1,793

配当金 10 － － △416 － － △416 △416

その他 9 － △0 － － 0 0 0

所有者との取引額合計  － △0 △416 － 0 △416 △416

2023年９月30日残高  125 4,969 15,154 △2,801 3 17,450 17,450
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(5)【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）

 注記
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期利益  1,903 2,527

減価償却費及び償却費  474 619

金融収益及び金融費用（△は益）  3 △17

営業債権及びその他の債権の増減額
（△は増加）

 △175 △237

前渡金の増減額（△は増加）  △393 92

営業債務及びその他の債務の増減額
（△は減少）

 553 463

前受金の増減額（△は減少）  213 185

預り金の増減額（△は減少）  206 322

預り保証金の増減額（△は減少）  26 17

未払消費税等の増減額（△は減少）  △71 △47

その他  △139 21

小計  2,600 3,943

利息及び配当金の受取額  0 0

利息の支払額  △3 △7

法人所得税等の支払額  △430 △1,221

法人所得税等の還付額  107 0

営業活動によるキャッシュ・フロー  2,274 2,716

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出  △24 △44

無形資産の取得による支出  △477 △377

敷金・保証金の回収による収入  24 31
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出  △435 －

その他  3 △70

投資活動によるキャッシュ・フロー  △909 △460

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少）  500 －

長期借入れによる収入  － 900

長期借入金の返済による支出  △328 △1,871

リース負債の返済による支出  △206 △248

配当金の支払額 10 △378 △416

自己株式の取得による支出 9 △1,275 －
自己株式取得のための預託金の増減額（△は増
加）  △125 －

その他  △1 －

財務活動によるキャッシュ・フロー  △1,812 △1,634

現金及び現金同等物の換算差額  14 4

現金及び現金同等物の増減額  △433 626

現金及び現金同等物の期首残高  8,588 9,953

現金及び現金同等物の四半期末残高  8,155 10,579
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１．報告企業

株式会社じげん（以下、当社という）は日本に所在する株式会社であり、東京証券取引所に株式を上場しておりま

す。

2023年９月30日に終了する当社の要約四半期連結財務諸表は、当社及びその子会社（以下、当社グループという）

から構成されております。なお、当社の株式を47.0％所有している株式会社じょうげんは、資産管理会社であり、当

社の代表取締役 社長執行役員 CEOである平尾丈によって完全所有されております。当社グループの最終的な支配当事

者は平尾丈であります。

当社グループは、美容、介護・保育、住まい、リフォームなど、人々の生活に関わる幅広い領域において、ユー

ザーと企業を結びつけるライフサービスプラットフォーム事業を中心に展開しております。

 
２．作成の基礎

(1) 要約四半期連結財務諸表がIFRSに準拠している旨の記載

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、四半期連結財務諸表規則第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特

定会社」の要件を満たすことから、同第93条の規定により、IAS第34号に準拠して作成しております。なお、要約四

半期連結財務諸表は、年度の連結財務諸表で要求されている全ての情報を含んでいないため、前連結会計年度の連

結財務諸表と併せて使用されるべきものであります。

 

(2) 測定の基礎

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている特定の金融商品等を除き、取得原価を基

礎として作成しております。

 
(3) 機能通貨及び表示通貨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、百万円未満を

四捨五入して表示しております。

 
３．重要性がある会計方針

本要約四半期連結財務諸表の作成に適用した重要性がある会計方針は、他の記載がない限り、前連結会計年度の連

結財務諸表において適用した会計方針と同一であります。

なお、当第２四半期連結累計期間の法人所得税費用は、見積平均年次実効税率を用いて算定しております。

 
４．重要な会計上の見積り及び判断

要約四半期連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の金額に影

響を及ぼす判断、見積り及び仮定の設定を行うことが義務付けられています。実際の業績は、これらの見積りとは異

なる場合があります。

見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直します。会計上の見積りの変更による影響は、その見積りを変更し

た会計期間及び影響を受ける将来の会計期間において認識します。

本要約四半期連結財務諸表の金額に重要な影響を与える見積り及び判断は、前連結会計年度の連結財務諸表と同様

であります。
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５．セグメント情報

(1) 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。当社グループは、主としてインターネット関連事業並びにこれらに付帯する業務である「ライフサービスプ

ラットフォーム事業」を展開しており、報告セグメントは１つであります。

 
(2) 報告セグメントの売上収益及び業績

報告セグメントの売上収益及び業績は次のとおりであります。

報告セグメント間の売上収益は、市場実勢価格に基づいております。

 
前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日） （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額
要約四半期

連結損益計算書
計上額 

ライフサービス
プラットフォーム

事業

売上収益      

外部顧客への売上収益 8,106 317 8,423 － 8,423

セグメント間の内部売

上収益又は振替高
0 77 77 △77 －

計 8,106 394 8,500 △77 8,423

セグメント利益

（注）２
1,854 54 1,908 △2 1,906

営業利益     1,906

金融収益     0

金融費用     △3

税引前四半期利益     1,903
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事業化を検討している新規事業及

びコンシューマ課金サービス事業等であります。

２．セグメント利益は、売上収益に売上原価、販売費及び一般管理費、その他の収益、その他の費用を加減算し

て算定しております。

３．資産、負債及びその他の項目につきましては、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための対象とはし

ていないため、記載しておりません。

 
当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日） （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額
要約四半期

連結損益計算書
計上額 

ライフサービス
プラットフォーム

事業

売上収益      

外部顧客への売上収益 10,895 309 11,203 － 11,203

セグメント間の内部売

上収益又は振替高
2 123 124 △124 －

計 10,897 431 11,328 △124 11,203

セグメント利益

（注）２
2,515 9 2,524 △11 2,513

営業利益     2,513

金融収益     25

金融費用     △7

持分法による投資損益

（△は損失）
    △3

税引前四半期利益     2,527
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事業化を検討している新規事業及

びコンシューマ課金サービス事業等であります。

２．セグメント利益は、売上収益に売上原価、販売費及び一般管理費、その他の収益、その他の費用を加減算し

て算定しております。

３．資産、負債及びその他の項目につきましては、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための対象とはし

ていないため、記載しておりません。

EDINET提出書類

株式会社じげん(E30047)

四半期報告書

19/28



 
前第２四半期連結会計期間（自　2022年７月１日　至　2022年９月30日） （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額
要約四半期

連結損益計算書
計上額 

ライフサービス
プラットフォーム

事業

売上収益      

外部顧客への売上収益 4,152 166 4,319 － 4,319

セグメント間の内部売

上収益又は振替高
0 40 40 △40 －

計 4,153 206 4,359 △40 4,319

セグメント利益

（注）２
916 19 935 △1 934

営業利益     934

金融収益     0

金融費用     △2

税引前四半期利益     933
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事業化を検討している新規事業及

びコンシューマ課金サービス事業等であります。

２．セグメント利益は、売上収益に売上原価、販売費及び一般管理費、その他の収益、その他の費用を加減算し

て算定しております。

３．資産、負債及びその他の項目につきましては、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための対象とはし

ていないため、記載しておりません。

 
当第２四半期連結会計期間（自　2023年７月１日　至　2023年９月30日） （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額
要約四半期

連結損益計算書
計上額 

ライフサービス
プラットフォーム

事業

売上収益      

外部顧客への売上収益 5,587 156 5,744 － 5,744

セグメント間の内部売

上収益又は振替高
1 64 65 △65 －

計 5,589 220 5,809 △65 5,744

セグメント利益

（注）２
1,332 △16 1,316 △6 1,311

営業利益     1,311

金融収益     14

金融費用     △3

持分法による投資損益

（△は損失）
    △1

税引前四半期利益     1,321
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事業化を検討している新規事業及

びコンシューマ課金サービス事業等であります。

２．セグメント利益は、売上収益に売上原価、販売費及び一般管理費、その他の収益、その他の費用を加減算し

て算定しております。

３．資産、負債及びその他の項目につきましては、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための対象とはし

ていないため、記載しておりません。
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６．金融商品

(1) 公正価値の測定方法

当社グループの主な金融資産及び負債の公正価値の算定方法は、次のとおりであります。

①　現金及び現金同等物、営業債権及びその他の債権、営業債務及びその他の債務、その他の金融資産（定期預

金）、その他の金融負債（預り金）

これらは短期間で決済されるものであるため、公正価値は帳簿価額と近似していることから、帳簿価額を公正

価値とみなしております。

②　敷金・保証金

敷金・保証金については、償還予定時期を見積り、安全性の高い長期の債券の利回りで割り引いた現在価値に

より算定しております。

③　借入金

借入金の公正価値は、元利金の合計額を新規に同様に借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価

値により算定しております。なお、短期間で決済される借入金については、公正価値は帳簿価額と近似している

ことから、帳簿価額を公正価値とみなしております。

④　その他の金融資産及びその他の金融負債（デリバティブ）

デリバティブの公正価値は、金融機関又は外部の評価会社より入手した見積価格や、利用可能な情報に基づく

適切な評価方法により、算定しております。

保険積立金の公正価値は、解約返戻金の金額等を勘案し、算定しております。

 
(2) 帳簿価額及び公正価値

要約四半期連結財政状態計算書上、公正価値で測定されていない金融商品の帳簿価額と公正価値は以下のとおり

であります。

   （単位：百万円）

 前連結会計年度 当第２四半期連結会計期間

 （2023年３月31日） （2023年９月30日）

 帳簿価額 公正価値 帳簿価額 公正価値

償却原価で測定される金融資産     
敷金・保証金（注）１ 684 683 701 699

償却原価で測定される金融負債     
借入金（注）２ 5,229 5,231 4,258 4,255

 

（注）１．敷金・保証金の公正価値は、レベル２に該当しております。

２．借入金の公正価値は、レベル３に該当しております。

 
(3) 公正価値ヒエラルキー

公正価値の測定に利用するインプットの重要性を反映させた公正価値のヒエラルキーを用いて、以下のレベルに

分類しております。

レベル１：当社グループが測定日にアクセスできる、同一の資産又は負債に関する活発な市場における相場価格

(無調整)

レベル２：レベル１に含まれる相場価格以外のインプットのうち、資産又は負債について直接的又は間接的に観

察可能なもの

レベル３：資産又は負債に関する観察可能でないインプット

公正価値の測定に使用される公正価値の階層のレベルは、その公正価値の測定にとって重要なインプットのう

ち、最も低いレベルにより決定しております。また、公正価値ヒエラルキーのレベル間の振替は、振替を生じさせ

た事象又は状況の変化が生じた日に認識しております。

公正価値で測定される金融商品の公正価値ヒエラルキーは、以下のとおりであります。

なお、前連結会計年度及び当第２四半期連結会計期間において、公正価値ヒエラルキーのレベル間の振替は行っ

ておりません。
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  （単位：百万円）

前連結会計年度

（2023年３月31日）

公正価値

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

金融資産     
純損益を通じて公正価値で測定する金

融資産
    

その他の金融資産     
保険積立金 － － 192 192

合計 － － 192 192
 

 
  （単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間

（2023年９月30日）

公正価値

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

金融資産     
純損益を通じて公正価値で測定する金

融資産
    

その他の金融資産     
保険積立金 － － 259 259

合計 － － 259 259
 

レベル３に分類された金融商品に係る公正価値の測定は、関連する社内の方針に従い実施しております。公正

価値の測定に際しては、対象となる金融商品の性質、特徴及びリスクを最も適切に反映できる評価技法及びイン

プットを用いております。また公正価値の測定結果については上位役職者のレビューを受けております。

 
(4) レベル３に分類された金融商品の期首残高から期末残高への調整表

レベル３に分類された金融商品に重要性はないため、記載を省略しています。

 

７．顧客との契約から生じる収益

顧客との契約から認識した収益の分解は、以下のとおりであります。

    （単位：百万円）

 

前第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

ライフサービス

プラットフォーム事業
その他 小計 調整額 合計

Vertical HR 3,084 － 3,084 △0 3,084

Living Tech 2,140 － 2,140 － 2,140

Life Service 2,882 － 2,882 － 2,882

その他 － 394 394 △77 317

合計 8,106 394 8,500 △77 8,423
 

 
    （単位：百万円）

 

当第２四半期連結累計期間

（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

ライフサービス

プラットフォーム事業
その他 小計 調整額 合計

Vertical HR 4,659 － 4,659 △2 4,658

Living Tech 2,407 － 2,407 － 2,407

Life Service 3,830 － 3,830 － 3,830

その他 － 431 431 △123 309

合計 10,897 431 11,328 △124 11,203
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    （単位：百万円）

 

前第２四半期連結会計期間

（自　2022年７月１日　至　2022年９月30日）

ライフサービス

プラットフォーム事業
その他 小計 調整額 合計

Vertical HR 1,512 － 1,512 △0 1,512

Living Tech 1,139 － 1,139 － 1,139

Life Service 1,502 － 1,502 － 1,502

その他 － 206 206 △40 166

合計 4,153 206 4,359 △40 4,319
 

 
    （単位：百万円）

 

当第２四半期連結会計期間

（自　2023年７月１日　至　2023年９月30日）

ライフサービス

プラットフォーム事業
その他 小計 調整額 合計

Vertical HR 2,301 － 2,301 △1 2,299

Living Tech 1,246 － 1,246 － 1,246

Life Service 2,042 － 2,042 － 2,042

その他 － 220 220 △64 156

合計 5,589 220 5,809 △65 5,744
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８．１株当たり利益

親会社の所有者に帰属する基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益の算定基礎は以下のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年９月30日）

親会社の所有者に帰属する四半期利益（百万円） 1,371 1,794

四半期利益調整額（百万円） － －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する四半期利益
（百万円）

1,371 1,794

期中平均普通株式数（株） 106,389,824 104,001,910

普通株式増加数   

　新株予約権（株） － －

希薄化後の期中平均普通株式（株） 106,389,824 104,001,910

親会社の所有者に帰属する１株当たり四半期利益   

　基本的１株当たり四半期利益（円） 12.88 17.25

　希薄化後１株当たり四半期利益（円） 12.88 17.25
 

 

 
前第２四半期連結会計期間
（自　2022年７月１日

　　至　2022年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　2023年７月１日

　　至　2023年９月30日）

親会社の所有者に帰属する四半期利益（百万円） 676 947

四半期利益調整額（百万円） － －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する四半期利益
（百万円）

676 947

期中平均普通株式数（株） 105,200,731 104,001,910

普通株式増加数   

　新株予約権（株） － －

希薄化後の期中平均普通株式（株） 105,200,731 104,001,910

親会社の所有者に帰属する１株当たり四半期利益   

　基本的１株当たり四半期利益（円） 6.43 9.10

　希薄化後１株当たり四半期利益（円） 6.43 9.10
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９．資本及びその他の資本項目

発行済株式総数及び資本金等の残高の増減は以下のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

 
発行済株式数

（株）
資本金

（百万円）
資本剰余金
（百万円）

自己株式
（株）

2022年３月31日 111,700,000 2,552 2,542 3,577,290

期中増減（注３） － △2,426 2,427 3,778,000

2022年９月30日 111,700,000 125 4,969 7,355,290
 

（注）１．当社の発行する株式は、無額面普通株式であります。

２．発行済株式は、全額払込済となっております。

３．自己株式数の増加は2022年５月13日開催の取締役会の決議により取得したものであります。

 
当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

 
発行済株式数

（株）
資本金

（百万円）
資本剰余金
（百万円）

自己株式
（株）

2023年３月31日 111,700,000 125 4,969 7,698,090

期中増減 － － △0 －

2023年９月30日 111,700,000 125 4,969 7,698,090
 

（注）１．当社の発行する株式は、無額面普通株式であります。

２．発行済株式は、全額払込済となっております。

 
10．配当金

(1) 配当金支払額

配当の総額は以下のとおりです。

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

2022年５月13日
取締役会

普通株式 378 3.5 2022年３月31日 2022年６月13日
 

 
当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

2023年５月10日
取締役会

普通株式 416 4.0 2023年３月31日 2023年６月12日
 

 
(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と

なるもの

該当事項はありません。

 
11．重要な後発事象

　該当事項はありません。

 
12．要約四半期連結財務諸表の承認

本要約四半期連結財務諸表は、2023年11月９日に代表取締役 社長執行役員 CEO 平尾丈によって承認されておりま

す。

 
２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

2023年11月9日
 

株　式　会　社　じ　げ　ん

　　取　締　役　会　御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ  
 

　　　東　京　事　務　所  
 

 
 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中　　川　　正　　行  

 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 古　　川　　譲　　二  

 

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社じげんの

2023年4月1日から2024年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2023年7月1日から2023年9月30日まで）

及び第2四半期連結累計期間（2023年4月1日から2023年9月30日まで）に係る要約四半期連結財務諸表、すなわち、要約

四半期連結財政状態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半期連結包括利益計算書、要約四半期連結持分変動計

算書、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び要約四半期連結財務諸表注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、「四半期連結財務諸表の用語、

様式及び作成方法に関する規則」第93条により規定された国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して、株式会社

じげん及び連結子会社の2023年9月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連

結累計期間の経営成績並びに第2四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「要約四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人

の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から

独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる

証拠を入手したと判断している。

 
要約四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

要約四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき要約四半期連結財務諸表を作成す

ることが適切であるかどうかを評価し、国際会計基準第1号「財務諸表の表示」第4項に基づき、継続企業に関する事項

を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
要約四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から要約

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、要約四半期連結財務諸表において、国際会計基準第1号

「財務諸表の表示」第4項に基づき、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において要約四半

期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する要約四半期連結財務諸表の注記事

項が適切でない場合は、要約四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　要約四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠していないと信じ

させる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた要約四半期連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに要約四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

・　要約四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手す

る。監査人は、要約四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査

人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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